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令
和
元
年
９
月
献
献

付
議
事
件

議
案
第
１
号　

職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
２
号　

大
鹿
村
消
防
団
員

の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

大
鹿
村
議
会
９
月
定
例
会

　

令
和
元
年
９
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の　

１８

１３

日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、

報
告
１
件
、
付
議
事
件　

件
、
議
員
発
議
３
件
で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

２０

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
・
陳
情
は
請
願
３
件
、
陳
情
１
件
で
、
請
願
３

件
は
採
択
、
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

請　
　

願

１　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め
る
請

願
書

２　
「
複
式
学
級
の
編
成
基
準
の
改

善
、
教
職
員
定
数
増
」
を
求
め
る

▼
保
育
所
解
体
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
、
道
の
駅
の
損
失
補
填
、
村
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
計
・
監
理
委
託

料
な
ど
で
す
。

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１５

村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１６

村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１７

村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１８

村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１９

村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

２０

村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

報　
　

告

報
告
第
１
号　

平
成　

年
度
決
算

３０

に
基
づ
く
健
全
化
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
４
号　

大
鹿
村
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
国
の
法
改
正
に
伴
う
改
正
で
す
。

議
案
第
５
号　

大
鹿
村
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
住
民
票
に
旧
氏
を
併
記
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

議
案
第
６
号　

大
鹿
村
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

大
鹿
村
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼　

月
か
ら
の
３
歳
以
上
児
の
保

１０
育
無
償
化
に
伴
う
改
正
と
条
例
制

定
で
す
。
副
食
費
も
村
負
担
に
よ

り
無
料
と
な
り
ま
す
（
未
満
児
は

従
来
ど
お
り
で
す
）。

議
案
第
８
号　

平
成　

年
度
大
鹿

３０

村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

平
成　

年
度
大
鹿

３０

村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
大
鹿

１０

３０

村
立
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
大
鹿

１１

３０

村
営
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
大
鹿

１２

３０

村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
大
鹿

１３

３０

村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
平
成　

年
度
の
決
算
に
つ
い
て

３０

は
「
広
報
お
お
し
か
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
案
第　

号　

令
和
元
年
度
大
鹿

１４

村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て
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質
問　

大
西
公
園
は
河
川
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
で
大
変
環
境
も
よ
く
、

ま
た
昨
年
は
道
の
駅
の
開
駅
な
ど

も
あ
り
、
物
資
の
調
達
も
容
易
に

な
り
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
は
今
後

ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一

方
で
、
リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
伴
う

排
出
土
運
搬
の
た
め
河
原
道
が
運

搬
車
両
の
通
行
路
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
利
用

や
工
事
用
車
両
と
し
て
の
通
行
等

が
今
は
混
在
し
て
い
る
現
状
だ
。
村

と
し
て
小
渋
川
の
河
原
お
よ
び
大

西
公
園
下
段
で
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
利
用
に
対
し
、
安
全
か
つ
有
効

に
活
用
す
る
方
策
は
あ
る
か
お
伺

い
し
た
い
。

村
長　

大
西
公
園
の
整
備
方
針
と

い
う
こ
と
で
下
段
の
お
話
が
最
初

一
般
質
問

＊
大
西
公
園
の
整
備
方
針
お

よ
び
管
理
に
つ
い
て

に
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
大
西
公
園
の
周
辺
は
河
川
工

事
は
終
わ
り
、治
山
工
事
も
終
わ
っ

た
の
か
な
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今

後
活
用
し
て
い
き
た
い
気
持
ち
は

あ
る
の
で
す
が
、
土
地
の
権
利
関

係
が
ま
だ
ま
だ
複
雑
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
河
川
、
治
山
等
の
事

業
も
概
ね
済
ん
で
き
た
と
こ
ろ
な

の
で
、
そ
の
辺
を
は
っ
き
り
す
る

中
で
、
改
め
て
活
用
を
考
え
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況

で
す
。

質
問　

ま
た
、
大
西
公
園
南
側
斜

面
は
以
前
に
村
と
し
て
あ
の
あ
た

り
一
帯
を
村
民
が
憩
え
る
森
づ
く

り
を
行
う
と
い
う
方
針
を
立
て
て
、

こ
れ
ま
で
広
葉
樹
の
苗
木
の
植
樹

等
を
行
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
鹿

の
食
害
等
に
よ
り
効
果
が
上
が
ら

ず
、
苗
木
も
小
さ
く
細
い
ま
ま
で

現
在
放
置
状
態
に
あ
る
の
が
現
状

だ
。
お
金
も
か
け
る
べ
き
は
し
っ

か
り
か
け
、
も
っ
と
思
い
切
っ
た

公
園
化
事
業
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

村
長　

確
か
に
結
果
と
し
て
の
状

況
は
あ
ま
り
良
く
な
い
と
思
っ
て

は
い
ま
す
。
植
栽
後
、
改
植
、
ま

た
草
刈
り
等
手
入
れ
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
も
と
も
と
が
公
共
事

業
の
残
土
の
捨
て
場
で
あ
り
、
も

と
が
山
林
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
な
か
な
か
木
の
育
ち
が
悪
い

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
今
後
も
手
入
れ
は
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

立
つ
市
町
村
が
未
策
定
で
あ
る
こ

と
は
、
日
本
全
体
の
強
靱
化
に
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
だ
。
基
礎
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
の
業
務
継
続
計
画

の
有
無
は
広
域
自
治
体
で
あ
る
都

道
府
県
の
業
務
継
続
の
可
否
を
も

大
き
く
左
右
す
る
。
ま
ず
は
村
の

業
務
を
継
続
し
続
け
る
た
め
の
基

礎
的
な
動
き
、
考
え
方
を
平
時
に

精
査
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

又
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
を
行
い
、

策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
対
応

で
き
る
か
を
精
査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
現
在
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状
況
に
つ
い
て
ご
回

答
願
い
た
い
。

村
長　

事
業
継
続
計
画
で
す
が
、

大
鹿
村
の
策
定
に
つ
い
て
は
現
在

進
捗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
報
告
ど
お

り　

年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
な

３１
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

平
成　

年
に
内
閣
府
が
市

２５

町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作

成
ガ
イ
ド
を
発
行
し
た
。
首
長
の

代
行
順
位
、
職
員
参
集
、
代
替
庁

舎
確
保
、
多
様
な
通
信
手
段
の
確

保
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
作
り

や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
地

質
問　

村
で
は
昨
年
大
変
大
き
な

災
害
が
あ
り
、
住
民
懇
談
会
に
お

い
て
も
防
災
対
策
等
の
要
望
は
多

か
っ
た
。
地
域
防
災
計
画
の
改
定

が
終
了
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
脅
威

に
対
し
て
役
場
が
業
務
を
継
続
す

る
為
の
指
針
と
な
る
役
場
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

　

総
務
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
当
村
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
定

め
た
規
定
は
な
い
と
の
回
答
に
な
っ

て
い
る
。
災
害
対
応
の
第
一
線
に

＊
大
鹿
村
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状

況
に
つ
い
て

請
願
書

３　
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近

隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」

を
長
野
県
知
事
に
求
め
る
請
願
書

▼
す
べ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

陳　
　

情

１　

役
場
印
刷
機
等
の
利
用
に
関

す
る
陳
情
書

▼
印
刷
機
等
の
利
用
に
つ
い
て
全

村
に
周
知
す
べ
き
と
し
て
一
部
採

択
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
発
議

発
議
第
１
号　

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
２
号　

複
式
学
級
の
編
成

基
準
の
改
善
、
教
職
員
定
数
増
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
３
号　

へ
き
地
教
育
振
興

法
に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給

率
を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

熊谷英俊議員

引地龍也議員
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け
に
は
い
か
ず
、
基
本
は
地
域
防

災
計
画
に
則
っ
て
対
策
を
取
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

中
部
電
力
と
の
災
害
時
に

お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定

が
結
ば
れ
、
村
内
各
所
で
支
障
木

の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
。
停
電

率
の
高
い
当
村
に
お
い
て
長
時
間

停
電
を
予
防
的
に
防
ぐ
取
り
組
み

は
評
価
で
き
る
が
、
今
後
、
遠
隔

地
の
公
的
機
関
や
事
業
所
と
の
連

携
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
地

域
防
災
計
画
の
中
に
村
内
の
事
業

所
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
契
約
に
至
っ
て
い
る
事
業

所
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

村
長　

中
部
電
力
に
つ
い
て
は
協

定
締
結
で
き
ま
し
た
。
他
の
事
業

所
に
つ
い
て
、
内
々
に
は
過
去
か

ら
の
話
で
、
商
店
等
と
は
話
は
で

き
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

総
務
課
長　

地
域
防
災
計
画
の
中

に
村
内
の
事
業
所
等
か
ら
の
調
達

も
入
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
、
食
料

品
、
衣
類
な
ど
を
供
給
し
て
い
た

だ
き
た
い
、後
は
村
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
と
い
う
話
で
す
。
た
だ
、

成
文
化
し
た
も
の
は
な
い
の
で
、

今
後
、
内
容
を
確
認
す
る
必
要
は

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

域
防
災
計
画
と
重
な
る
部
分
も
あ

る
が
、
役
場
自
体
が
被
災
し
て
も

早
期
の
復
旧
、
再
開
を
可
能
に
す

る
仕
組
み
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
。
当
村
に

お
い
て
は
平
時
よ
り
事
案
が
起
き

た
場
合
の
役
場
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
、
現
実
問
題
と
し
て
、
中

に
は
自
助
の
部
分
の
フ
ォ
ロ
ー
が

必
要
な
部
分
も
出
て
く
る
と
考
え

る
。
急
峻
な
地
形
で
構
成
さ
れ
る

当
村
は
、
災
害
時
に
お
い
て
は
自

衛
隊
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠

点
を
置
く
場
所
が
限
ら
れ
、
ま
た

孤
立
集
落
へ
の
物
資
輸
送
等
、
災

害
対
策
が
難
し
い
。
様
々
な
事
態

に
役
場
が
機
能
し
続
け
る
環
境
を

整
え
る
と
い
う
点
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
必
要
性
を
ど
う
お
考
え
か
。

村
長　

今
後
、
災
害
時
を
想
定
し

た
対
応
と
し
て
取
り
組
む
必
要
性

は
感
じ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の

要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
に

お
け
る
職
員
の
参
集
や
代
替
庁
舎

等
に
つ
い
て
の
概
ね
の
定
め
は
持
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
た
だ
、
起

き
た
災
害
に
よ
っ
て
判
断
し
て
動

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
形
地
質
、
現
在
の
村
に
お
け
る

状
況
か
ら
考
え
て
全
て
と
い
う
わ

質
問　

去
る
８
月
６
日
の
夕
方
、

米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が

村
内
を
飛
行
し
た
こ
と
を
、
上
蔵

地
区
や
釜
沢
地
区
な
ど
複
数
の
方

か
ら
伺
っ
た
。
か
な
り
低
空
を
飛

ん
で
い
た
と
の
こ
と
だ
。
村
と
し

て
、
こ
の
目
撃
情
報
を
き
ち
ん
と

把
握
し
、
村
内
の
ど
こ
を
ど
う
飛

行
し
た
の
か
、
コ
ー
ス
等
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
の
夜
に
中
部

電
力
に
よ
る
送
電
線
工
事
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。
村
内
に
９
基
設

置
さ
れ
る
鉄
塔
の
う
ち
大
西
山
の

２
基
に
つ
い
て
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
っ
て
資
材
が
運
ば
れ
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
の
際
に
は　

～　
１０

１５

分
お
き
に
飛
び
続
け
る
よ
う
な
説

明
も
あ
っ
た
。
そ
の
前
日
に
は
行

方
不
明
者
捜
索
の
た
め
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
ん
で
い
た
。
こ
の
よ

う
な
時
に
突
然
オ
ス
プ
レ
イ
等
の

＊
オ
ス
プ
レ
イ
の
村
内
飛
行

に
つ
い
て

河本明代議員

航
空
機
が
低
空
を
飛
行
し
て
き
た

ら
極
め
て
危
険
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。

　

２
０
１
５
年　

月
に
公
表
さ
れ

１０

た
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
空
域
は
茅

野
以
北
で
、
大
鹿
村
を
は
じ
め
と

す
る
南
信
地
域
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
昨
年　

月
の
横
田
基

１０

地
配
備
後
に
は
南
信
で
も
目
撃
情

報
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
今
年
の
５
月　

日
に
佐

３０

久
地
方
で
米
軍
横
田
基
地
所
属
の

Ｃ
１
３
０
輸
送
機
２
機
の
低
空
飛

行
が
あ
り
、
こ
の
時
は
日
米
合
同

委
員
会
の
合
意
（
３
０
０
メ
ー
ト

ル
）
よ
り
も
低
い
高
度
で
飛
ん
で

い
た
可
能
性
が
高
い
そ
う
だ
。

　

送
電
線
工
事
や
遭
難
救
助
の
他
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
山
小
屋
の
荷
揚

げ
等
、
大
鹿
村
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
飛
ぶ
頻
度
が
非
常
に
高
い
場
所

だ
と
思
う
。
安
全
・
安
心
の
観
点

か
ら
い
っ
て
も
低
空
の
訓
練
飛
行

は
大
変
危
険
だ
と
思
う
。
村
と
し

て
も
関
係
機
関
に
対
し
て
何
ら
か

の
働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
村
長
は
こ
の
件
に
つ

い
て
い
か
が
お
考
え
か
。

村
長　

８
月
６
日
に
オ
ス
プ
レ
イ

が
村
内
を
飛
行
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
私
は
こ
の
目
撃
情
報
に
つ
い

て
８
日
付
の
南
信
州
新
聞
に
よ
っ

て
、「
オ
ス
プ
レ
イ
と
見
ら
れ
る

２
機
体
」
と
い
う
表
現
で
知
っ
た

の
が
、
ま
ず
正
確
に
知
っ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
し
い
と
い

う
表
現
で
の
話
を
前
日
に
一
般
の

住
民
の
方
か
ら
聞
い
た
職
員
が
お

り
ま
す
。
あ
く
ま
で
「
ら
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
８
月

６
日
に
は
県
危
機
管
理
防
災
課
に

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
南
は
宮
田

村
か
ら
北
は
中
野
市
ま
で
に
そ
の

よ
う
な
情
報
が
幾
つ
か
寄
せ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
多
分
同
じ
機
体
で

は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
の
中
で
は

職
員
が
見
た
話
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ご
心
配
の
工
事
や
山
岳
遭
難
の

救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
つ
い
て

で
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
読
め
る

わ
け
で
す
が
、
山
の
遭
難
の
捜
索

や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
は
全

く
計
画
が
な
い
の
で
、
心
配
な
点

で
は
あ
り
ま
す
。
空
を
利
用
す
る

こ
と
の
ル
ー
ル
等
、
詳
細
は
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ

ん
が
、　

年
ほ
ど
前
、
ア
メ
リ
カ

３０

軍
の
戦
闘
機
の
訓
練
が
非
常
に
頻

繁
に
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
危
険
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て
、
一
昨
年
度
に
新
規
隊
員
を
募

り
、
昨
年
は
初
の
女
性
隊
員
も
含

む　

人
の
正
隊
員
が
加
わ
り
、
隊

１１
員
が　

人
に
増
加
し
た
そ
う
だ
。
大

３５

鹿
村
で
も
昨
年
は
広
報
に
隊
員
募

集
が
載
っ
て
い
た
が
、
応
募
は
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
山
岳
遭

難
救
助
隊
の
現
況
と
、
村
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

お
ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

村
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
隊
員

が
高
齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
過

去
に
比
べ
れ
ば
人
数
も
か
な
り
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
募
集
も
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た
い
し
、

心
強
い
わ
け
で
す
が
、
こ
の
仕
事

は
非
常
に
危
険
が
伴
い
ま
す
。
ま

た
、今
従
事
し
て
く
れ
て
い
る
方
々

も
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
仕
事
を
お
持

ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
誰
で

も
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
し
、
あ
る
程
度
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
非
常
に
大
事
な
部
分
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
募
集

等
は
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
や
る
気
の
あ
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
紹
介
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
の
中

で
中
高
年
の
登
山
者
が
増
え
て
お

り
、遭
難
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
夏
も
ま
た
行
方
不
明
者
の
捜

索
が
行
わ
れ
て
い
た
。
大
鹿
村
の

山
を
よ
く
知
る
山
岳
遭
難
救
助
隊

の
役
割
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
う

が
、
隊
員
の
数
は
以
前
と
比
較
す

る
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
南
ア
ル
プ
ス
登
山
は

大
鹿
村
の
観
光
の
大
き
な
一
つ
の

柱
で
も
あ
り
、
若
手
の
遭
難
救
助

隊
の
育
成
は
急
務
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

遠
山
郷
の
山
岳
遭
難
救
助
隊
で

は
や
は
り
隊
員
の
高
齢
化
を
受
け

だ
と
い
う
こ
と
で
、
村
の
中
で
も

ど
こ
を
ど
う
飛
ん
だ
と
い
う
状
況

を
常
に
記
録
し
て
県
に
報
告
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
そ
れ

と
同
様
、
も
し
く
は
危
険
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
県

へ
の
報
告
、
要
望
等
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

＊
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
状
況

と
今
後
の
方
策
に
つ
い
て

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
要
項
に
つ
い
て
は
、

実
態
と
し
て
除
却
す
る
も
の
に
対

す
る
払
い
下
げ
み
た
い
な
要
項
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

要
項
は
特
に
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
で
き
れ
ば
検
討
し
、

新
た
に
定
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
解

体
業
者
へ
渡
す
前
に
、
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
、

周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す

る
。
各
担
当
課
の
一
存
で
そ
の
都

度
決
め
て
い
く
の
で
な
く
、
公
有

財
産
の
処
分
方
法
を
統
一
し
て
、

村
民
に
も
分
か
り
や
す
く
提
示
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
か
。

村
長　

一
応
廃
棄
と
い
う
こ
と
で

は
、
基
本
的
に
使
え
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
判
断
で
し
て
、
使
え
る
と

い
う
判
断
に
な
れ
ば
、
当
然
違
う

課
や
場
所
で
使
っ
て
も
ら
う
の
が

妥
当
な
話
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
少
し
検
討
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

次
の
解
体
ま
た
は
改
装
工

事
の
際
に
は
、
公
平
性
の
あ
る
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

び
か
け
、
有
償
や
無
償
で
払
い
下

げ
ら
れ
て
い
た
。
村
の
建
物
や
備

品
等
は
公
有
財
産
で
あ
り
、
一
部

の
人
の
み
に
払
い
下
げ
る
の
は
公

平
性
に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、

広
く
村
民
全
体
に
告
知
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
村
と
し
て
公

有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
要
項
を

定
め
て
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
内

容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

村
長　

ま
ず
処
分
の
仕
方
に
つ
い

て
は
、
議
員
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お

り
で
す
。
自
治
会
等
一
般
の
と
こ

ろ
に
照
会
し
て
、
引
き
取
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
第
一
と
し
て
き
て

い
ま
す
。
過
去
の
解
体
の
時
に
多

く
の
人
が
集
中
し
て
、
非
常
に
危

険
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

最
近
は
そ
れ
を
省
略
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
今
回
の
保
育
所

の
件
に
つ
い
て
、
一
部
公
平
性
を

欠
い
た
と
い
う
印
象
を
与
え
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
反
省
し
、
今

後
は
公
平
に
、
ま
た
安
全
が
確
保

で
き
る
よ
う
な
状
態
な
ら
払
い
下

げ
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
工
事
と
し
て
発
注
を
し

ま
す
の
で
、
業
者
と
の
調
整
も
非

常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
た
め
、

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
ご

質
問　

先
日
保
育
所
の
取
り
壊
し

が
決
定
し
た
際
、
解
体
工
事
に
伴

う
不
要
品
の
払
い
下
げ
が
行
わ
れ

た
。
村
民
の
方
よ
り
一
部
の
人
の

み
に
払
い
下
げ
て
い
る
の
は
お
か

し
い
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
村

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
後
日

同
報
無
線
で
一
般
公
募
す
る
と
い

う
事
例
が
あ
っ
た
。
担
当
課
長
に

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
数
年

の
解
体
の
際
は
業
者
に
一
任
す
る

と
の
契
約
で
、
備
品
等
は
す
べ
て

破
棄
す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

解
体
業
者
に
一
任
し
て
ご
み
を
増

や
す
よ
り
、
村
と
し
て
で
き
る
だ

け
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

過
去
に
は
公
共
施
設
な
ど
の
改

装
や
取
り
壊
し
の
際
に
出
た
不
要

品
は
、
ま
ず
集
会
所
な
ど
公
の
施

設
に
、
そ
の
後
、
村
民
全
体
に
呼

＊
不
要
に
な
っ
た
公
有
財
産
は

適
切
に
処
分
さ
れ
て
い
る

か

伊波ゆかり議員


